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Ⅰ．はじめに
　日本の英語教育活動においては、理想的な
語彙指導が行われてきたとは考えられない。
確かに英語教師たちは、学生たちに英語力向
上のための語彙力の重要性を強調してきた
し、街の書店には多数の英単語・イディオム
集などの語彙学習書が並んではいる。しかし
ながら、これらの学習書はいずれも、いわゆ
る入学試験、あるいは各種英語検定試験の受
験のための必修語彙を扱ったものが主流であ
り、特に系統立てられた語彙論的研究に基づ
いて編集されたものではないし、生涯教育を
目的とした、いわゆる一般向けの語彙力増強
のために学習書とは言えない。しかも、語彙
論的な立場から見て、効果的な語彙増強法は
いかなるものかを意識した学習書は、日本人
にとって英語という外国語のみならず、我々
にとって国語であるはずの、日本語のもので
あっても、多くないというのが現状ではない
かと認めざるを得ない。それに対し、英米で
は、国語であるはずの英語そのもののボキャ
ブラリービルディングを目的とした学習書
が、語彙研究者によって伝統的に数多く出版
され、かつ国民の間で人気を博している。例
えば、筆者自身の限られた学習経験からも、
ノーマン・ルイス著のWord Power Made Easy
やアイダ・エアリック著のInstant Vocabulary
などを列挙できるし、いずれもかなりの売
れ行きを示していると聞く。因みに前者は
例えばintrovert（内向的な人）など、人間
の性格を表す語彙を10種類ほど挙げたり、
pediatrician （小児科医）などの、医師の種類
を表す語彙を、10種類など、類型別に語彙を
増やすという方式を採用したものである。ま
た後者は、英語語彙そのものに残るギリシャ
語・ラテン語語彙の語根を基に、語彙力を効
果的に増強する方法を採用したものである。
因みに両書とも、単なる英語試験の受験準備
のための学習書ではなく、文学をはじめとす
る幅広い一般教養を高めることを目的として
書かれたものであることに特徴がある。また
英米の学校では、伝統的にスペリング・ビー
と称した単語力コンテストがあり、一般庶民
の間でも、新聞のクロスワードパズルに、毎
日のように投稿することを趣味としている人
も多いようである。このように、英米では語
彙研究が伝統的に行われていて、その研究に
基づいた語彙教育方法が確立しており、語彙
力自体がその人のインテリジェンスを示す、
と考える傾向も強く、広く国民の間で語彙力
増強の活動が活発であると言える。しかし遅
まきながら、日本でも最近になって、やや専
門的な立場からの考察に基づき、英語語彙力
増強に的を絞って出版されたと思われる学習
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書が見られるようになったことは喜ばしい事
実ではある。例えば、東の著における、例えば、
handを意味するmanuという語根から、manual, 
manage, manifestなど9つの単語を一気に覚え
ようとする試みなどである。1）しかしながら、
以上のような日本における語彙学習書の様々
な試みにもかかわらず、いずれも、相も変わ
らず日本語訳による解説のついた、いわゆる
英和方式に留まっている以上、飛躍的な語彙
学習効果を望むことができるかどうか、はな
はだ疑問が残る。そこでこれを機に、本稿に
おいて、いかに効果的に英語語彙力を増強す
べきかという視点に立ち、和訳による解説を
介在しない、筆者自身の工夫で作成した、英
英方式による「オッド・マン・アウト方式」
の活用による英語語彙の増強法を考えてみ
る。
Ⅱ．オッド・マン・アウト方式とは 
　では、そもそも「オッド・マン・アウト方
式」とはいかなるものか。まず最初に断わっ
ておきたいが、「オッド・マン・アウト方式」
とは筆者が独自で名づけた名称であることで
ある。そして、そのネーミングのヒントになっ
たものは、元来子供の遊びの一種、「除け者さ
んはだあれ」を意味するodd-man outである。
即ちこの遊びのように、1組の語彙の組み合
わせの中で、意味的に異なるものを選び出す
というものである。つまり、単語の組み合わ
せの中では、3つが同義語・類義語など、一
定の関係性により意味的につながっているも
のなのだが、関係のない全く別の意味の単語
を1つ、即ち「除け者さん」（「オッド・マン」）
として、選び出すというものである。
　 具 体 例 を 挙 げ れ ば、 例 え ば、tomato, 
cucumber, dog, pumpkin というように、1つだ
け種類上異質のものを入れ、学習者にそれ
を指摘させるやり方である。ここでは当然、
tomato, cucumber, pumpkinが野菜であって、唯
一野菜ではないdogが異質となる。またbrown, 
hot, pink, yellowという組み合わせなら、色の
種類を表す語彙ではない、hotが異質、即ち
「オッド・マン（変わり種）」ということにな
り、それをpick out「ピック・アウト」する
のである。さらに、coffee, tea, cocoa, breadの
組み合わせや、obtuse, rectangular, acute, right
の組み合わせでは、各々同じ飲み物の種類や、
角度を表す概念のグループの中における異質
な単語、すなわち、breadとrectangularを探し
出したり、また、interrogate, answer, respond, 
replyの中からでは、interrogateを選択するこ
とが 学習者の基本の作業となる。また「野
菜対動物」、「色の名称対寒暖を表す語彙」で
は、比較するのに若干易しすぎると考えれば、
trumpet, cello, viola, violinなどのように、弦楽
器対管楽器の組み合わせを変えることで、難
易度を挙げることもできる。いずれにしても
このように、オッド・マン・アウト方式は、
似た種類や概念の語彙が組み合わさる性格
上、形式的には、Ⅴ章で挙げるように、基本
的に名詞、形容詞、動詞など同じ品詞の組み
合わせになることが多い。しかし時には、例
外として、sharp, flat, blunt, naturalの場合によ
うに、1つだけ形容詞(blunt)で、他の3つは見
かけ上形容詞を装っているものの、すべて音
楽用語の名詞である場合も稀にありうる。
　いずれにせよ、この方式を筆者が思い立つ
ことに至ったきっかけは、20年以上も前にさ
かのぼる。それは、筆者自らが自己研鑚のた
めに何度か挑戦した、研究社主催による「英
語VC（ボキャブラリー・コンテスト）」で頻
出されていた1つの問題形式である。具体的
には次のような問題である。
　「次の各組で、意味的に性質の大きく異な
るものを、(a)から(d)の中からそれぞれ1つず
つ選びなさい」
1） (a) Monthly     (b) Annually     (c) Spiritually 
 (d) Quarterly
2） (a) Silent     (b) Loud     (c) Quiet 
 (d) Chilly
3） (a) Silver     (b) Steal     (c) Iron 
 (d) Copper
4） (a) Bacteria     (b) Microbe     (c) Garment 
1） 東信行『語根で覚える英単語』研究社2008 p.68
〜69
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 (d) Germ
5）(a) Vulnerable     (b) Fragile     (c) Frail
 (d) Valuable
2）
　因みに正答に該当する語彙はイタリック体
で示したが、問題2）の正答である、Stealは
Steelとはせずに迷彩を聞かせている。いずれ
にせよ、この問題形式に初めて接して、筆者
は今までの語彙学習書にはない新鮮さを感じ
た。とりわけ日本語を介在させずに、英語の
語彙だけを比較しながら考える点に魅力を感
じたのである。そして、このような問題を多
く作成し日本語訳に接することなく、学習者
が、英語語彙のシャワーに繰り返し浴びるこ
とで、語彙の相互の共通性・類似性・相違性
を感じ続けることが可能となり、語彙が自然
かつ、理想に近い形で、効果的に、飛躍的に
増強していくはずだと考えたのである。また、
この簡単な問題形式により、今までの日本の
英語教育における英語語彙指導が改善でき、
特に次章で考察する、受験英語がもたらした
と思われる日本人英語学習者の英語語彙力に
おける問題点を解決できるのではないかと期
待したのである。
Ⅲ．受験英語がもたらしたと思われる日本人
英語学習者の英語語彙の特徴と問題点
　ではここで、特に受験英語がもたらしたと
思われる日本人英語学習者の英語語彙の特徴
とその問題点を以下に列挙して考えてみた
い。
1） 生活英語語彙の欠如
　英米人ならば子供でも知っているはずの基
本的な生活語彙を知らないという問題点がま
ずあろう。この傾向は、いわゆる受験英語が
あまり生活語彙を扱ってこなかったせいだと
思われる。例えば、「聴診器」(stethoscope)、「家
庭用ミキサー」(blender)、「分度器」(protractor)、
「ホッチキス」(stapler) などがある。日本人英
語学習者は、受験英語の影響で、かなり高度
で特殊な語彙を知っている反面、以上のよう
な、基本的な生活英語語彙が不自然に欠如し
ていることが多くあり、受験英語の弊害によ
る、語彙の知識のバランスの悪さが目立つ。
2） 同意語、同義語、類似語、反意語、反対語、
対応語など関連語のネットワークの不足
　例えば、cheat を知っているがswindleが分
らなかったり、innocentは分るがingenuous
を知らなかったり、generalは知っているが
specificを知らなかったり、virtueは知ってい
るが、viceは知らないといった具合である。
確かに最近の受験用英語単語集でも関連語の
ネットワークを扱っているものも目立つよう
にはなった。しかし受験頻出語彙を重視する
あまり、未だ関連語のネットワークが十分と
は言えないようである。またこの関連語の
ネットワークの不足という問題は、のちの6）
でも挙げる日本人英語学習者の表現力不足に
もつながる問題とも考えられる。
3） 他の教科や他の分野に関する、学習済み
の語彙を英語で表現できないという問題
　例えば、社会科で学んだ「明治維新」のthe 
Restoration of Meiji, 「ガザ地区」のGaza Strip、
科学用語の「光合成」のphotosynthesis、数
学用語の「因数分解する」のfactorizeなど各
分野・ジャンルにわたって、枚挙にいとまが
ない。結果として、すでに知識として理解で
きていることも、英語で発信できないという
問題が残る。この問題は単に受験英語だけの
問題でもなく、日本の英語教育体制全体の問
題であろう。今後は可能な限り、「イマ－ジョ
ン教育」を取り入れるなど、他の教科と関連
付けて英語教育を行うなどの改革が望まれる
し、この方向性に沿った受験英語の改善も期
待したい。
4） 和製英語の弊害による問題
これも特に受験英語だけの問題でなく、今な
お和製英語が増え続ける日本語の特殊性が抱
える問題とも言える。しかし、受験英語指
導に焦点を絞った語彙学習の中で、この和製
2） 全国ボキャブラリー診断テスト問題編集委員会
編『ボキャブラリー問題集』研究社出版1991  p.8 
ll.13〜18
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英語の問題がないがしろにされてきた点は無
視できないと思われる。和製英語の問題に
関しては、筆者がすでに触れた3）ように、「ガ
ソリンスタンド」のgas station、「マナーモー
ド」のsilent mode、「カンニング」cheating in 
an examination、「ランニングホームラン」の
inside-the-park home runなど、トリッキーな
語彙が多く、日本人英語学習者のみならず、
在日外国人留学生の抱える特有の問題でもあ
ろう。なおこの問題は1）で挙げた「ミキサー」
や「ホッチキス」などの生活英語語彙にも共
通する。
5） キリスト教文化や英米文学・ギリシャ・
ローマ文学など、英語の持つ言語文化的背
景に基づく知識不足に起因する問題
　これも受験英語だけの問題ではないが、真
剣に英語の語彙を増強しようとする人なら、
少なくとも新約聖書は読むべきだ、というの
が筆者の考えである。なぜなら英語の語彙の
中には、聖書の記述に基づくものが多いから
である。例えば、prodigal という語彙の理解
には「ルカによる福音書」の15章11 ～ 32節
に登場する「放蕩息子」の話の背景的知識が
必須だろうし、talentも聖書のたとえ話の中
の、通貨の単位「タラント」が語源であるこ
とを知るべきだろう。また英語語彙の中には、
シェークスピアやギリシャ・ローマ文学や言
語に関連する語彙も多い。例えば、To be or 
not to be: that is the question. もExpectation is 
the root of all heartache. などのシェークスピ
アの名言は、英語学習者ならば知らなくては
ならないし、solarは、ローマ神話の太陽神sol
に由来し、ギリシャ語の数字の1 ～ 10の「モ
ノ・ジ・トリ・テトラ・ペンタ・ヘキサ・ヘ
プタ・オクタ・ノナ・デカ」が、多くの英語
の語彙に生きていることも理解したい。しか
し残念なことに、このような英語という言語
の源泉である文化的背景に関する知識が欠如
していることが、日本人英語学習者の特徴の
一つだと言える。この不足を補うために、系
統的に学ぶことが現実として難しければ、語
彙学習レベルに的を絞ってでも、これらの文
化的背景に関して、英語の授業で、教える工
夫が必要だと思われるし、その工夫を視野に
入れた受験英語の内容的改善が必要だろう。
こうした、いわば急がば回れ的な学習も、英
語の授業には重要であり、この点で最近の英
語教育界における、実用主義一点張りの過熱
ぶりには警鐘を鳴らしたいと筆者は以前から
考えている。
6） 受験英語によって限定されたボキャブラ
リー不足に起因する日本人英語学習者の表
現力の貧弱さ
　大学受験にはおよそ5千～ 6千語の語彙が
必要だと言われる。しかしこのように限定す
ることで、結果として日本人の英語語彙は圧
倒的に貧弱になってしまった、と考えられる。
大学の入試英語の攻略そのものが自己目的化
し、それ以上の学習をしなくなる人も多いの
ではないだろうか。日本人はかなり英語を学
習するものの、身につかないとよく言われる。
しかし、冷静に改めて考え治してみると、英
語を学び続けよう、しかも生涯学習の立場に
立って、受験英語から脱却した方法で、特に
ボキャブラリーを学び続けようという人は、
現実には、少数派に属するという現状がある
のではないだろうか。かねがね、受験英語に
は、英語の本来持つ多様性を否定するモーメ
ントがあるという、一種の危険性を筆者は感
じてきた。いずれにせよ、英語の実力には、
このような多様性の体得につながる語彙力こ
そ重要であることは言うまでもない。そして
よく言われる、「日本人の英語の発信力不足」
の根底にあるのは、実は他でもない、決定的
な数的語彙力の貧弱さそのものだと考えられ
る。例えば、「元気な」を意味する時に、日本
人が決まって使う英単語は、いつもfineであ
る。当然これが間違いだということはないの
だが、他に表現する語彙を持たないこと自体
が、大問題だと考えられる。例えば「老人が
元気である」場合は日本語では、「矍鑠（かく
しゃく）とした」と言うべきだろう。この場合、
英語では、hale (and hearty）とか、vigorousと
3） 須部宗生 静岡産業大学論集『環境と経営』第19
号第2号2013 pp.127〜133
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か表現したいし、「彼は平然と答えた」と言い
たければ、He answered nonchalantly. のように
nonchalantlyなどの語彙が即座に頭に浮かぶ、
多様な語彙力こそが、豊かな表現力を身につ
けるには重要だと考えられる。
Ⅳ．過去における日本の英語語彙学習書の問
題点・その後の改善と今なお残る限界
　では前述の受験英語に基づく日本人のボ
キャブラリーの特徴と問題点にも深く関係す
ると思われるが、ここで日本の英語教育を
担ってきたと思われる、英語語彙学習書の問
題点やその後の改善と今も存続するその課題
や限界性に関して触れたい。
　筆者が英語学習者として、特に英語語彙増
強を目指して初めて、個人的に使用した学習
書は、思い出すにつけ今も懐かしい、旺文社
の、俗に「豆タン」4）と呼ばれる単語集であっ
た。当参考書は、特に大学受験のために数千
の必修語彙を、アルファベット順に英和対訳
方式的に羅列したものであった。聞くところ
では、その後、7千800ほどの語彙を掲載した
ものが復刊され、今なおそれなりの人気を博
しているそうである。いずれにせよ、半世紀
ほど前の、日本の高度経済成長期においては、
高校生の2人に1人はこの豆単の利用者であっ
たそうである。これを丸暗記しさえすれば大
学受験の準備には完璧であるという半ば伝説
化した触れ込みで、好評であったことは事実
である。
　しかしながら、今改めて考えてみると、当
書には大きな欠陥があったと考えざるを得な
い。その欠陥とは、英和辞典のように、ABC
順に編集されていて、当初のものは特に、大
学受験のための頻出語彙がどれか判断するこ
とが難しかったことに加えて、用例や例文が
なく、文脈の中で語彙を理解することができ
ないことであった。それでも、前述のよう
に、その後この豆単でも時代の要請に押され
る形で、若干の改良が施されたようである。
またそれ以外の語彙学習書でも、最近では、
各種の英語検定やTOEICテストの受験を意識
したものが数多く出版されるようになり、こ
れらの学習書はいずれもABC順ではなく、過
去のデータに対するコンピューター分析に基
づく、試験頻出度順の編集によるものが主流
になった。このような工夫は改善点として、
意味のあることだろう。中でも、相沢他の
『JACET800英単語』5）は日本人に必要な英単
語8000を8つのレベルにわけたことでかなり
使い勝手のいいものとなっている。さらに多
くの最近の語彙学習書には、反意語、同義語
が付記され、語彙が使用される文脈を示す例
文が加えられている。このように、文脈の中
で語義を理解することは、英語語彙指導者で
ある門田が心がけなくてはならないとする、
「文脈・場面（context）を利用する」6）に通
じ、一定の評価ができよう。また、最近は前
述の英米の語彙学習書のように、ギリシャ・
ラテン語の語根を基本として語彙増強を目指
したもの7）や、コロケーションを切り口にし
た語彙参考書が目立つようになった。例え
ば、木塚の著作8）であり、佐藤の著作9）であ
る。このことは、例えば、最近堀が著した英
語コロケーション研究の入門書10）のように、
コロケーションの研究者自身が発言しだした
こととあいまって、好ましい傾向であろう。
また特に後者の場合は、かつて筆者自身も編
集に参加したコロケーション辞典、『新編英和
活用大辞典』の根強い支持が根本にある結果
とも考えられ、筆者にとっても喜ばしい傾向
ではある。しかしながら、これらの語彙学習
書は、前述の改善点にもかかわらず、いずれ
も英和辞典のように、和訳による意味の説明
に留まっている点に一種の限界性を感じざる
を得ない。なぜなら、英語の語彙理解には、
特に単独の日本語に即置き換えること自体に
大きな、根本的な問題があると考えられるか
4） 赤尾好夫『英語基本単語集』（初版）旺文社1935
5） 相沢一美『JACET800英単語』桐原書店2005
6） 門田修平『英語語彙指導ハンドブック』大修館
書店2006 p.8 ll.1〜11
7） 東信行『語根で覚える英単語』研究社2008
8） 木塚晴夫『英語コロケーション辞典』ジャパン
タイムズ1995
9） 佐藤誠司『コロケーションで学ぶ生活英単語』
Jリサーチ2009
10） 堀正弘『英語コロケーション研究入門』研究社
2009
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らである。即ちそれは、まず第一に、和英辞
典の編集の小島が指摘する、日英語の意味に
範囲のずれを誘発するという問題であると考
えられる。例えば、小島は「冗談≠joke」な
どの例を挙げ、「He played a joke on me.のよう
に、日本語の「冗談」は口を使うものだけな
のに、英語のjokeには行為も含まれるという
ところに日英語の意味のずれがある」として
いる。11）言い換えれば、単語の意味範囲だけ
においても、単なる英和方式では、語意の完
全な理解にはつながらないし、和訳によって
かえって英語語彙の持つ微妙な意味合いをそ
ぎ落としてしまい、バランスのとれた語彙理
解に結びつかないと思われるのである。この
ことは、土屋の言う、明示的意味と暗示的意
味の混同の危険性12）にも通じる。いずれにし
ても、そもそもこのような危惧感から、今回
本稿で考察する、英英方式採用の、オッド・
マン・アウト方式による英単語増強法の提案
に至ったわけである。故に、願わくば、この
メソッドにより安易な和訳に頼ることを避け
ることで、自然で、理想に近い英語語彙学習
が可能となり、以上に列挙した問題の解決へ
とつながることを期待する次第である。
Ⅴ．準備中の「オッド・マン・アウト」のサ
ンプル
　ではここで、未完成ながら現在筆者が作成
中である、オッド・マン・アウト方式による
語彙学習の具体的なサンプルの一部を紹介
することとする。便宜上、①名詞、②形容詞 
③動詞別に作成した。なお正答である語彙は
イタリック体で示してある。
①名詞
1） 1. Shrimp   2. Lobster   3. Crab   4. Prawn 
2） 1. Bee   2. Mantis   3. Wasp   4. Hornet 
3） 1. Fog   2. Haze   3. Mist   4. Rain 
4） 1. Clinic   2. Sanatorium   3. Planetarium 
 4. Hospital 
5） 1. Hurler   2. Robber   3. Burglar   4. Thief 
6） 1. Soprano   2. Tenor   3. Bass   4. Baritone 
7） 1. Mutton   2. Beef   3. Pork   4. Noodle 
8） 1. Branch   2. Twig   3. Root   4. Bough 
9） 1. Worker   2. Drone   3. Queen   4. King 
10） 1. Hatchback   2. Sedan   3. Wagon 
 4. Convertible 
11） 1. Bow   2. Stem   3. Stern   4. Yacht 
12） 1. Radius   2. Circumference   3. Rhombus 
 4. Diameter 
13） 1. Pentagon   2. Hexagon   3. Heptagon 
  4. Jargon 
14） 1. Cub   2. Infant   3. Child   4. Kid 
15） 1. Stork   2. Lock   3. Latch   4. Bolt 
16） 1. Western   2. Comedy   3. Thriller 
 4. Legendary 
17） 1. Ruler   2. Sinker   3. Protractor 
  4. Compass 
18） 1. Reel   2. Fly   3. Muzzle   4. Hook 
19） 1. Iron   2. Racket   3. Putter   4. Wood 
20） 1. Mercury   2. Mars   3. Galaxy   4. Jupiter 
21） 1. Addition   2. Subtraction   3. Division 
 4. Abbreviation 
22） 1. Apartment   2. Flat   3. Mansion 
 4. Condominium
23） 1. Ambition   2. Alternative   3. Choice 
 4. Option
24） 1. Peak   2. Top   3. Bottom   4. Summit 
25） 1. Tyro   2. Novice   3. Beginner   4. Veteran 
26） 1. Discord   2. Air   3. Tune   4. Melody 
27） 1. Judge   2. Employee   3. Referee   
 4. Umpire 
28） 1. Result   2. Effect   3. Consequence 
 4. Cause 
29） 1. Partner   2. Adversary   3. foe   4. Enemy 
30） 1. Stagnation   2. Deflation   3. Recession 
 4. Depression
②形容詞
1） 1. Rare   2. Well-done 3.   Medium   
 4. Boiled
2） 1. Spicy   2. Pungent   3. Bland   4. Piquant 
3） 1. Young   2. Senile   3. Juvenile 
 4. Adolescent 
11） 小島義郎『英語辞書学入門』三省堂1984  p.33 
ll.1〜2
12） 土屋武久『語彙の神話』学芸社2009 p.22 ll. 13
〜14
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4） 1. Lofty   2. Vast   3. Broad   4. Spacious 
5） 1. Evil   2. Wicked   3. Nimble   4. Bad 
6） 1. Main   2. Principal   3. Chief   
 4. Secondary 
7） 1. Weak   2. Feeble   3. Loud   4. Faint 
8） 1. Optional   2. Compulsory   3. Mandatory 
 4. Obligatory 
9） 1. Elegant   2. Dainty   3. Awkward 
 4. Exquisite 
10） 1. Agile   2. Brisk   3. Slow   4. Nimble 
11） 1. Feeble   2. Weak   3. Sturdy   4. Faint 
12） 1. Needless   2. Vital   3. Essential 
 4. Indispensable 
13） 1. Comprehensive   2. Concise   3. Short 
 4. Brief 
14） 1. Trivial   2. Petty   3. Trifling   4. Trying 
15） 1. Adroit   2. Inept   3. Skillful   4. Dexterous 
16） 1. Cunning   2. Sly   3. Veteran   4. Crafty 
17） 1. Indifferent   2. Same   3. Identical   
 4. Equal 
18） 1. Robust   2. Healthy   3. Sound   
 4. Delicate 
19） 1. Straight   2. Odd   3. Strange   4. Peculiar 
20） 1. Tactful   2. Diplomatic   3. Suave 
 4. Clumsy 
21） 1. Poor   2. Affluent   3. Destitute   4. Needy 
22） 1. Rugged   2. Snug   3. Cozy   4. Comfy 
23） 1. Lofty   2. Spacious   3. High   4. Soaring 
24） 1. Reticent   2. Quiet   3. Loquacious 
 4. Taciturn 
25） 1. Filthy   2. Tidy   3. Neat   4. Orderly 
26） 1. Workable   2. Plausible   3. Possible 
 4. Feasible 
27） 1. Confidential   2. Secret   3. Clandestine 
 4. Evident 
28） 1. Moist   2. Damp   3. Arid   4. Wet 
29） 1. Delectable   2. Insipid   3. Delicious 
 4. Tasty 
30） 1. Lax   2. Edgy   3. Nervous   4. Tense 
③動詞
1） 1. Ignite   2. Kindle   3. Light   4. Quench 
2） 1. Ponder   2. Deliberate   3. Validate 
 4. Meditate 
3） 1. Scratch   2. Scream   3. Yell   4. Shout 
4） 1. Sob   2. Chuckle   3. Cry   4. Weep 
5） 1. Finish   2. Commence   3. End 
 4. Conclude 
6） 1. Respect   2. Admire   3. Esteem   
 4. Despise 
7） 1. Dispose   2. Obliterate   3. Delete 
 4. Erase 
8） 1. Halt   2. Cease   3. Stop   4. Maintain 
9） 1. Draw   2. Push   3. Tug   4. Pull 
10） 1. Bite   2. Crunch   3. Chew   4. Beat 
11） 1. Limit   2. Confine   3. Restrict   4. Expand 
12） 1. Bind   2. Lessen   3. Tie   4. Truss 
13） 1. Live   2. Reside   3. Move   4. Dwell 
14） 1. Bite   2. Drink   3. Sip   4. Gulp 
15） 1. Unite   2. Split   3. Separate   4. Divide 
16） 1. Abhor   2. Ignore   3. Hate   4. Loathe 
17） 1. Continue   2. Alter   3. Change   4. Modify 
18） 1. Swear   2. Vow   3. Vie   4. Pledge 
19） 1. Kill   2. Slay   3. Solicit   4. Murder 
20） 1. Kneel   2. Pray   3. Squat   4. Crouch 
21） 1. Cut   2. Chop   3. Cure   4. Carve 
22） 1. Follow   2. Catch   3. Chase   4. Stalk 
23） 1. Stain   2. Smudge   3. Smear   4. Smuggle 
24） 1. Whisper   2. Bawl   3. Yell   4. Shout 
25） 1. Chuckle   2. Giggle   3. Guffaw   4. Sob 
26） 1. Desert   2. Lead   3. Guide   4. Escort 
27） 1. Help   2. Attack   3. Aid   4. Assist 
28） 1. Censure   2. Blame   3. Laud   
 4. Denounce 
29） 1. Startle   2. Inspire   3. Surprise   4. Amaze 
30） 1. Vanish   2. Fade   3. Loom   4. Disappear 
Ⅵ．「オッド・マン・アウト」編集上の工夫
　では編集上の留意点や形式面および内容面
の工夫点としてはどんなものが考えられるで
あろうか。列挙して考えたい。
1）問題作成におけるランダム性の確保
　まず、オッド・マン・アウト方式は4つの
選択肢の中で1つを選び出すのであるから、
各組み合わせの中で正答である語彙の順番に
おけるランダム性を確保しなくてはならな
い。言い換えれば、正答が1番から4番まで万
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遍なく平均的にしかも不規則に、登場しなく
てはならない。このランダム性の確保のため
に、順列組合せの概念から考えれば、ABCD
という4つの語彙が作り出す組み合わせは数
学的には、「4の階乗」である。即ち、「4×3×2
×1」イコール「24」であり、具体的には、
　ABCD   BACD   CABD   DABC
　ABDC   BADC   CADB   DACB
　ACBD   BCAD   CBAD   DBAC
　ACDB   BCDA   CBDA   DBCA
　ADBC   BDAC   CDAB   DCAB
　ADCB   BDCA   CDBA   DCBA
　の24通りである。従って、この24通りの頻
度をフルに活用し、なおかつランダム性を確
保しつつ、4択問題の作成に当たらなくては
ならない。また、正答に関しても、ABCDの
いずれかに偏らないように留意することが必
要であろう。もし人為的なランダム性の確保
が難しかったり、十分でないと判断されるな
らば、コンピューターの助けを借りること可
能であろう。
2）和製英語に注意させる問題の作成
　具体的には前章で挙げたサンプルの中の名
詞のグループの中の10番と22番である。
つ ま り、hatchback, sedan, wagon, convertible
と apartment, flat, mansion, condominiumの2組
である。この、日本語に氾濫する和製英語の
問題は、筆者が和製英語の考察でも見届けた
ように13）車種としての「ワゴン」と「マンショ
ン」が和製英語であることを理解させること
を意図した問題である。
3）4つの選択肢語彙における形の類似を確保
する工夫
　これは具体的には、サンプルの名詞グルー
プの13番と30番のように語彙の末尾を、また
動詞グループの18番のように、語彙の始めが
同じになるように工夫する試みである。つ
まり、pentagon,  hexagon,  heptagon,  jargonの
組み合わせと、stagnation, deflation, recession, 
depressionの組み合わせや、swear, vie, vow, 
pledgeの組み合わせのように、少なくとも2つ
の語頭や語尾を同じにする工夫である。こう
することで、見かけ上の違いに誘発される、
安易な、アトランダム的な解答を回避させる
ことが目的である。
4）選択肢の語彙を繰り返して登場させる工夫
　例えば、具体的にはサンプルでは、形容詞
グループの7番と11番のように、feeble, weak, 
faintなどを異なる組み合わせの中で、複数回
同じ語彙を登場させる工夫である。こうする
ことで、異なるシチュエーションの中で語彙
の意味を推測することが可能となり、より確
かな学習効果が可能になると思われる。
5）意図的に発音上の類似点を有する語彙を
並べること
　この工夫は上の3）で見た形の類似とも共
通点があるが、例えば、動詞グループの18番
のように、vie, vowなど発音上の類似を入れ
ることで、問題をややトリッキーなものとし、
あてずっぽうな解答に警鐘を鳴らし、かつ学
習者に心理的なプレッシャーを与えようとす
るものである。
6）1つの基準で意味の異なる語彙を意図的に
入れて、実は正答を別の基準で選ばせる工夫
　これは、例えば、Ⅱ章に挙げた、 silent, 
loud, quiet, chillyの組のように、音量の大小を
示す、反意語をも含む、silent, loud, quietを入
れ、実は、寒暖の程度を表すchillyが異質な語
彙と判断させる工夫を施すやり方である。4
つの語彙を落ち着いて比較すれば正答にたど
り着けるものの、最初のsilent, loud, quietの組
み合わせを見て、loudが正答だと早とちりす
る危険性を意図的に盛り込んだ問題作成であ
る。
7）上位語と下位語の理解を促す工夫
　人間の言語理解の基本として、「メンタルレ
キシコン」の存在がある。言い換えれば、ア
イチソンが指摘するように、語彙は上位語と
下位語が整然と我々の頭脳の中で分類され、
枝分かれしながら蓄積されている。14）従っ
13） 須部宗生 静岡産業大学論集『環境と経営』第19
号第2号2013 p.128  l. l.15& p.129 l. l. 15
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て、語彙力の育成には、上位語と下位語の理
解が重要であると考えられる。そこで考えら
れる具体的な編集上の工夫として、敢えて上
位語と下位語を混在させることで、両者を区
別させる訓練の機会を与えようとするもので
ある。例えば、autumn, season, winter, spring
やorgan, kidney, heart, lungなどの組み合わせ
を作成することである。即ちそれぞれの組み
合わせの中でseasonとorganは他の3つの上位
語であり、その他はその下位語であることを
意識させたい。
8）語彙のニュアンスを理解させる工夫
　例えば英語のscaryとfrightfulでは前者が日
本語の「怖い」に相当するのに対し、後者は「恐
ろしい」に相当すると考えられ、両者の間に
は明らかなニュアンスの違いが存在する。同
義語、同意語などと一まとまりにみなす語彙
同志でも、当然ニュアンスが異なる場合も多
く、厳密には、語彙が異なれば意味が全く同
じであることはありえないと考えられる。し
かしながら、他の3つの語彙と異質な語彙1つ
を選び出す「オッド・マン・アウト」の性質上、
少なくとも3つは多少のニュアンスの違いを
あえて無視して、明らかに異質の1つを選択
する必要がある。それ故、多くの場合、オッ
ド・マン・アウト方式では、ニュアンスを無
視する傾向が強い。従って、時折、ニュアン
スだけの違いを意識させる問題を、特に上級
者用のために作成する工夫も必要であろう。
例えば、具体的にはlean, slender, slim, skinny
などを組み合わせることである。これらはい
ずれも「（体型的に）痩せている」を意味す
るもので、一見すると、この問題は成立しな
いかと思われがちである。しかし最初の3つ
が、プラスイメージのニュアンスである語彙
であるのに対し、skinnyだけは日本語の「痩
せっぽち」に相当するマイナスイメージを持
つ語彙であり、ニュアンスの点で他とは異な
る。故に、skinnyが正答となる。このように、
特に上級者のための語彙学習書としては、同
意語だけの組み合わせに焦点を絞ってニュア
ンスの違いによって解く問題を編集したい。
その編集方法として、同義語の掲載とその解
説が最も充実していると考えられる、『研究社
英和大辞典第6版』などを参照することが考
えられる。また同辞典を参考にして、解答に
おけるニュアンスの違いに関する解説を加え
ることも有効だろう。
9）多義語理解のための工夫
　「オッド・マン・アウト方式」による単純
な組み合わせだけでは、多義語理解に結びつ
きにくいのではないかという指摘も当然予想
されよう。それ故、このオッド・マンアウト
の方法で身につけた語彙を、様々なジャンル
の英文を多読することで理解が深まると考え
られ、当然多義語の理解のためには多読が重
要であると考えられる。しかし筆者は、この
オッド・マン・アウトだけでも、その編集上
の工夫により、多義語はかなりの程度、身に
付くのではないかと考えている。例えば、具
体的には次のような問題を作ることが考えら
れる。
　例題1：Rabbit, Mouse, Display, Keyboard
　例題2：Bat, Glove, Mitt, Base
　例題3：Mitt, Bat, Rat, Mole
　例題1では学習者は、最初の2つの語彙を見
て双方とも動物だと判断する。それ故、3つ
目のdisplayを見て、これが異質の「オッド・
マン」であると即断する誘惑に駆られる。し
かし4つ目のkeyboardを見て、この即断は過
ちであることに気付き、改めて全体を見通し
てみる。するとrabbitは動物であるが、2つ目
のmouseはコンピューター用語としての「マ
ウス」であることがわかり、次の続く2つの
語彙と同じグループに属することがわかる。
従って、唯一の動物である、rabbitが異質
（「オッド・マン」）であることがわかるので
ある。
　次に、例題2と例題3を比較してみる。例題
2では、bat, glove, mitt, baseはすべて一見する
と、野球用語だと思われ、学習者はこの時点
で、この問題自体が成立しないのではないか、
と当惑するだろう。しかしこの問題はそのま
まに放置して、まず例題3を見てみるで、改
14） Jean Aitchison　Words in the Mind Blackwell 1994 
p.93 Figure 8.5 Layers of superordinates
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めて成立することが再確認できる。つまり、
例題3のbatは動物としての「コウモリ」であ
り、それに続く、rat（ノネズミ）mole（モグ
ラ）のグループであると判断され、例題2の
batも「コウモリ」の意味と判断されるので
ある。このような出題方法の工夫は、マッカー
シーの指摘するhomonymy 及びpolysemyの実
例が参考となる。15）このようなトリッキーな
例題を多く編集することで、特に上級学習者
は語彙学習がより楽しくなり、モーティベー
ションを高めることができ、結果として多義
語の理解が促進されることになると期待され
る。
Ⅶ．「オッド・マン・アウト方式」で期待さ
れる学習効果
　では、前章の編集上の工夫で考察したこと
と重複するが、オッド・マン・アウト方式に
よる学習効果とはどんなものかに関して、こ
こで改めて考えたい。
1）英語語彙を繰り返し浴びるシャワー効果
　オッド・マン・アウトでは、4つの英語語
彙を、様々な組み合わせの中で、何度も登場
させることが可能となる。従って、英語のシャ
ワーを繰り返し浴びることができ、充実した
語彙の記憶効果が期待される。
2）対比効果による記憶の鮮明化
　同義語、類義語の組み合わせの中に1つだ
け反意語もしくは関連のない意味の語彙を入
れることで、対比的効果による意味の鮮明化
が期待される。この対比効果を狙うに対して
は、投野が言う、「反意語を教える場合、1つ
の語を提示したら、それが完全に定着するま
で待ち、それから必要に応じて反対の意味を
持つ語を教えるべきで、また先に教える語は
より頻度が高く、一般性を持つ語であるべき
だとも主張している」16）という考えを考慮に
入れるべきかもしれない。しかし、オッド・
マン・アウトは多少の難易度の違いは基本的
には問題にならないことが多い。さらに言え
ば、意図的に難易度の異なる語彙の組み合わ
せを入れることで、問題作成の幅が広がるだ
けでなく、対比効果により、語彙増強の効果
を増す良問ができるはずであるし、結果とし
て学習者のモーティベーションノの向上にも
結び付くのではないだろうか。またこの対比
効果による意味の鮮明化は、Carterの言う、
structural semantics17）にも通じるはずである。
3）共通性のある3つの語彙をグループ化し、
意味を思い出す効果
　4つの語彙のグループの中で1つだけ異な
る意味の語彙があり、3つはいわゆる、同義
語・類義語である。例えば、wit, humor, satire
などの場合は、おおよその意味さえ把握して
おけば、またはどれか1つの意味を思い出す
ことが出来さえすれば、忘れかけた他の語彙
もほぼ同じ意味だとおぼろげに理解すること
で、思い出す効果、わゆる「芋づる式」効果
なるものが存在し、これは柴田が指摘する、
humor, wit, fun, ridiculeなどのいわゆる「かぎ
の語」 18）にも通じるものと思われる。またこ
の方式では、同義語、類義語の組み合わせが
基本となるので、同じような語彙を記憶する
と有利であるとする、類型別語彙学習法ある
いはグループ別語彙学習法のもたらす効果も
ありうる。筆者は過去に、この方法を活用し
て、例えば昆虫、樹木、動物などの語彙を集
中的に多数学習したことがあるが、経験上効
果があると考えている。
4）英英方式による英語語彙理解の深化
　オッド・マン・アウトではその性質上、す
でに知っている語彙が多く登場し、むしろ初
めて目にする語彙は少数なので、その点で
学習者の心理的負担は軽減されると考えられ
る。また馴染みのある語彙を手掛かりに、新
たな語彙を日本語訳に頼らず、英英方式で学
べる。和訳はピンポイントで即座に意味を分
からせるという便利さにもかかわらず、短絡
17） Ronald Carter Vocabulary: Applied Linguistic 
Perspectives Routledge 1987 p.18 l.24
18） 柴田省三『語彙論』大修館1975 p.328 l.29
15） Michael McCarthy Vocabulary 1990 p.23 ll.1〜5
16） 投野由紀夫『英語語彙習得論』河源社1997 p.70 
ll.5〜8
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的な意味の固定化を招くことが多いと考えら
れ、前述のように、本来の英語語彙の持つ含
蓄をそぎ落としてしまうことにつながり易い
と思われる。その点、オッド・マン・アウト
によって英語語彙の理解が表層的なものに終
わることなく、充実して深まり、その結果英
語力が高まると期待される。また、この効果
は、新しい語彙の学習だけにとどまらず、既
習の語彙の理解深化および定着につながると
考えられる。さらにニュアンスの差も同時に
身に付くことで、前章で見てきたように、結
果として英語の表現力が増すと思われる。
5）数量的な語彙増強による英語総合力の質
的な向上
　数量的増強と質的な向上を別の次元で論じ
る向きもある。しかしながら筆者は、特に語
彙力に関する限り、まず数量的な増強なくし
て英語の総合力の向上はないと信じている。
英語総合力の貧弱さは、多くの場合、語彙力
の不足が原因となっていると思われる。従っ
て、大雑把にいって、英語総合力は、マスター
した語彙力の総量に正比例すると考えられ
る。そして、このボキャブラリー力における、
数的な増強こそ、本小論で提案している、オッ
ド・マン・アウトメソッドを活用することに
よって実現するはずである。
6）ゲーム感覚、自然かつ理想に近い形によ
る語彙習得の可能性
　先に確認したように、既習の語彙が繰り返
し登場するので、ゲーム感覚で楽しみながら
未知の語彙を学習する感覚が味わえると考え
られる。またこの方法により、知らない語彙
の意味を徐々に感じとったり、類推しながら、
学習者が時には勘違いや思い違いを経験しな
がら、いわば試行錯誤・軌道修正しながら、
学び進めることができる。この過程は、一見
回り道のようではあるが、実は言語を習得し
ていく幼児が、意味を想像したり考えたりし
て、時には間違いながらもより正しい理解に
近付いていくという、自然で、本来的かつ理
想的な語彙習得の方法であると考えられる。
Ⅷ．おわりに
　以上、「オッド・マン・アウト方式」による
英語語彙増強法の提案にからめて、受験英語
がもたらしたと考えられる日本人英語学習者
の英語語彙の特徴と問題点、さらに過去の日
本における英語語彙学習書の問題点・その後
の改善点や今なお残る限界などを概観してき
た。しかしそもそも、その元凶は、日本の英
語教育における語彙指導の裏で、それを指導
する立場にある、文科省の姿勢自体にあるの
ではないだろうか。
　文科省は、平成20年7月に発表した、英語
学習指導要領により、中学校段階での学習
語彙数を900から1200に、高等学校段階では
1300から1800にと、合計では2200から3000へ
と増やした。しかしながら筆者の考えでは、
世論に押されて実現した。この増加でも十分
ではない。この程度の語彙数では、英語によ
るコミュニケーション力を育成するには、は
なはだ不十分であると断言したい。繰り返す
が、日本人学習者の英語力不足の背後には、
この必修語彙の数的な貧弱さが根本問題とし
て存在するのではないかと憂慮される。また
このような文科省の指導の下で、さらに「語
彙力はインテリジェンスの指標である」とい
う、語彙力そのものを積極的に評価する、欧
米的な伝統や価値観が欠落する中で、日本の
語彙教科指導は、不幸にもおろそかになって
きた感が否めない。またさらに、語彙力強化
法を理論的に研究しようとする努力も同時に
欠けていたのではないだろうか。このことは、
皮肉にも、望月の、平成15年度出版の著の「は
じめに」の、「英語を教える立場では、語彙に
対する関心が10年ほど前から高まってきてい
ます。国内外のジャーナルや学会で発表され
る語彙に関する研究は増加の一途をたどって
います」19）との発言でも明らかである。つ
まり日本の英語教育における語彙指導のため
の、組織だった研究も工夫も行われてこず、
ようやく最近になって英語教育者や研究者の
中から、語彙指導を組織的に行うべきだとの、
方向性が示されつつある段階に入ったと思わ
19） 望月正道『英語語彙の指導マニュアル』大修館
書店2003 iii ll.8〜10
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れる。しかし我々英語教員は、ここでこのよ
うな英語語彙研究・指導の方向性が一過性の
ものとして終わらぬように、心がけるべきだ
と考える。今回筆者の提案した「オッド・マ
ン・アウト・メソッド」が微力ながらその一
助となることを念願する。そしていつの日か、
日本人英語学習者の間で、ボキャブラリービ
ルディングが人気を博し、やがて日本国内で
も、享楽的であまり知性が感じられない週刊
誌だけが氾濫するのではなく、アメリカのよ
うに、時には難解な語彙を駆使してでも、圧
倒的な語彙力と鋭い分析力で、ニュースを伝
える、国民的な人気週刊誌、『タイム誌』のよ
うな存在が誕生することを願わずにはいられ
ない。
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